
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

当初予算

補正予算

区　　分（単位：千円）

-68 32,549

成果目標の達成状況

項目

災害発生対策箇所

24年度

0 0 0 0

45,000

0

0 0 0 0

0 0
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担

当

課
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施策の総合的展開

４－１地域防災力の向上

○急傾斜地崩壊対策施設の適正な維持管理により、土砂災害から生命、財産を守り、安全な暮らしの確保を図る。

○平成26年台風8号、神城断層地震による災害対策箇所12箇所実施（9月補正、11月補正）

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

12箇所 12箇所 達成2箇所

26年度26年度26年度26年度 27年度

0

合計 45,000 77,549

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

県単急傾斜地維持修繕事業 直接 急傾斜地崩壊対策施設の小規模修繕、支障木伐採 45,000 77,549

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

急傾斜地崩壊対策施設の適正な維持管理により、土砂災害から生命、財産を守り、安全な暮らしの確保を図る。

急傾斜地崩壊対策施設の小規模修繕、支障木伐採等を行い急傾斜地崩壊対策施設の機能維持に努めている。

４　災害に強い地域づくり 実施期間 S45 ～

45,000

45,000

25年度

Aの

財源

52,912 77,549

概　算

人件費

0.57 0.46 0.82 0.51

－

54,885 52,912 77,549

－

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

引き続き急傾斜地崩壊防止施設の適正な維持管理に努める。

目標に対

する成果

の状況

小規模修繕、支障木伐採等により、急傾斜地崩壊防止施設の適正な維持管理を行った。

また平成26年台風8号による災害箇所、神城断層地震による災害箇所（計12箇所）の対策を行った。

 概算事業費（B（A）+C） 54,885 52,912 77,549 45,000

－ －

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

合計（A) 62,868

07,980

44,363

18,505

0 0

62,868 52,912 77,549 45,000

45,000 45,000 45,000


